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要旨

肝門部胆管癌術後 の m e thi cilli n - r e si st a n t S t a p h yl o c o c c u s a u z
･

e u s ( M R S A) 肺炎お よび

E n te I
･

O C O C C u S 腹腔内感染に対して抗菌薬1in e z olid (Z Y V O X ⑧) が著効した 1 例を経験 した. 胆

道癌術後感染症に 対する抗菌薬選択を考 える際に示唆に富む症例 と考 えられたの で報告する .

症例 は 7 5 歳女性. 肝門部胆管癌に対 し
,
拡大肝右葉切除術 ･ 肝外胆管切除術が施行された . 術

後 5 病日に呼吸状態が悪化 し人工呼吸器管理 となり, M R S A 肺炎お よび E D t e r O C O C C u S に よる腹

腔 内感染と診断された . 1i n e z olid 投与開始後
,
2 4 時間以 内に肺炎像の改善, 解熱が得られ著効

と判断された . 本邦で は, M R S A に よる術後感染症が多い . さらに , 胆道癌術後感染の起因菌と

して E n t e r o c o c c u s 属が重要 で ある ことを考慮すると , M R S A / E D t e T O C O C C u S の 両者に有効と さ

れる 1i n e z olid は
, 胆道癌術後感染に対 し考慮される べ き抗菌薬の 1 つ で ある .

K e y w o r d s:1i n e z olid , m ethi cilli n
-

r e sist a nt Sta p h yl o c o c c u s a w e u s , E n t e r o c o c c u s , bili a r y c a n
-

c e r
,
s u rg e ry , p o st o p e r ati v e i n f e cti o n
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図 1 術後 9 病日胸部Ⅹ線写真.

右上中肺野 に網状陰影を認め た .

緒 ロ

オキサゾリジノ ン系抗生物質1in e z olid (Z W O X ⑧)

は
,
m ethi cilli n - r e si st a n t St a p h yl o c o c c u s a u z

.

e u s

( 以下, M R S A) 感染症 , v a n c o m y ci n
-

r e si st a n t

E n t e r o c o c c u s ( 以下, V R E) 感染症 の 両者に有効

と され
, 欧米で は 日常診療に際して広く使用 され

て い る
1) 2)

. 本薬は, 細菌の蛋白合成過程 の 開始

段階で 7 0 S ペ プチ ド合成 開始複合体の 形成 を阻

害する こ とで抗菌力を発揮する .

今回, 著者ら は肝 門部胆管癌術後の M R S A 肺

炎, E n t e T O C O C C u S 腹腔 内感染に対 し1i n e z olid が著

効した 1 例を経験 した . 胆道癌術後感染症 に対す

る抗菌薬の 選択を考える上で示唆に富む症例と考

えられた の で報告する .

症 例

患者 : 75 歳, 女性

主訴 : 黄痘, 食欲不振, 全身倦怠感

家族歴 : 特記すべ き こ とな し

既往歴 : 高血圧, 胆嚢炎

現病歴 : 2 00 2 年 2 月頃より食欲不振, 全 身倦

怠感, 黄痘が出現 した ため , 2 月 25 日近医に入院

図 2 術後 13 病日胸部Ⅹ線写莫

右上中肺野の 陰影は改善して い た .

した . 精査 にて 閉塞性黄痘を疑 われ, 3 月 8 日精

査加療目的に当科 に転院と な っ た .

入院時現症 : 眼球結膜, 全身皮膚に著明な黄痘

を認め る以外に異常所見 は見られ なか っ た .

術前経 過 : 入 院後減黄目的 に B 3 および B 5 よ

り桂皮経肝胆道 ドレ ナ
-

ジを施行 した . 術前の 胆

汁培養で E n t e r o c o c c u s f a e c a h
'

s ( 3 ＋) が検出 さ

れた . 精査にて , 肝門部胆管癌St a g e Ⅲ の 診断 と

なり, 手術適応 と判断された .

手術所見 : 20 02 年4 月 30 日に拡大肝右乗切除

術 ･ 肝外胆管切除術および D 2 リ ン パ 節部活術を

施行 した . 治癒切除可能で あ っ た .

術後経過 : 術後 5 病日に呼吸状態悪化し, 集中

治療室にて人工呼吸器管理 となっ た. 暗疾培養にて

M R S A ( 1 ＋) が検出され た . M R S A を疑 い c e f-

o p e r a z o n e/ s u lb a ct a m , i m ip e n e m / cil a st ati n , 1 e v -

o 且o x a ci n , t ei c o pl a n i n を投与した が奏効 しなか っ

た
. 9 病日暗出疾より M R S A ( 3 ＋) , 創部 ドレ

ー

ンよ り E n t e I
･

O C O C C u S f a e c all
'

s ( 2 ＋) が検出され

た . 胸部 Ⅹ線写真で両肺野に網状陰影が見られ た

た め ( 図 l) , M R S A 肺炎および E n t e T O C O C C u S f a e -

c a h
'

s による腹腔内感染と診断され た . 1 0 病日か

ら 1in e z o lid (60 0 m g X 2 回/ 日) の 投与を開始 し

た
. 翌 日には解熱 し, 胸部 Ⅹ線上も肺炎の 改善を
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認 め た ( 図 2) . 15 病 日に 1in e z olid の使用を中止

した . し か し
, 再び熱 発 がみ られ る よう に な り,

t ei c o pl a ni n および a rb e k a ci n を投与 したが効果な

く , 2 2 病日か ら, 再度 1i n e z olid 投与を開始した と

こ ろ解熱 し, 胸部 Ⅹ線上も肺炎像は改善した . 潤

耗が 著しく長期 間の 栄養管理 が必要で あ っ た が ,

全 身状態 は徐々 に改善し, 10 8 病 日に退院した .

考 察

肝門部胆管癌で は根治性を得る ため に拡大肝切

除術 が施行 さ れる こ とが 多い .
2 0 0 0 年に著者 ら

は
, 胆 道癌 術後 の 腹 腔 内感 染 起 因 菌 と し て

E n t e L
･

O C O C C u S 属が最 も重要で あ る こ とを報告 し

た 3) . さら に
, 術前胆汁培養で検出された各種細

菌の うち E n t e I
･

O C O C C u S 属 の み が術後腹腔 内感染

症 の 発生と 関連 して い た 3) . し た が っ て, 胆道癌

術後の 感染症 にお い て は, E n t e r o c o c c u s 属は標的

細菌の 1 つ であ る .

1i n e z olid は
, 米国で は M R S A 感染症 お よ び

V R E 感染症 に対 して , 本邦で は V R E 感染症 に適

応が認め ら れて い る . M R S A 感染症 ( 特に M R S A

肺炎) に対 し, 1i n e z olid は v a n c o m y ci n と 同等の

有効性を示すと報告されて い る 1) 2) . 本症例で も,

E n t e T O C O C C u S に よる術後腹腔内感染, M R S A 肺炎

に対 し1i n e z olid が著効した .

本邦 で は術後の M R S A 感染症 が 多い と されて

い る
4)

. 胆道癌術後腹腔内感染症の 起因菌と して

は E n t e L
1

0 C O C C u S 属が重要で あ る こ とを考慮する

と
, 両者の 感染に有効とされ る1i n e z olid は, 胆道

癌術後感染症 に対 し考慮 され る べ き抗菌薬の 1 つ

で あろう .
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